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すべてが利活用されています。
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村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
、
菊
地
恵
一
宮
城
県
議
会
議
長
、

荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
長
を
は
じ
め
、
宮
城
県
選
出
の
国

会
議
員
や
市
町
村
長
な
ど
97
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
午
後
２
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
始
め
に
櫻
井
会
長

が
式
辞
を
延
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
正
か
ら
始
ま
る

本
会
の
１
０
０
年
の
歩
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、
町
村
が
的
確
に
対
応
し
、

地
域
振
興
と
発
展
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

村井嘉浩宮城県知事

感謝状を贈呈された鈴木勝雄様

　

式
辞
の
あ
と
、
こ
れ
ま
で
会
長
と
し
て
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
歴
代
会
長
の

方
々
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

【
受　

賞　

者
】

•
内
田　

鉄
夫　

様
（
元
松
島
町
長
）

•
佐
々
木
功
悦　

様
（
元
美
里
町
長
）

•
鈴
木　

勝
雄　

様
（
元
利
府
町
長
）

•
村
上　

英
人　

様
（
蔵
王
町
長
）

•
佐
藤　
　

仁　

様
（
南
三
陸
町
長
）

　

櫻
井
会
長
か
ら
、
今
回
の
式
典
に
ご
出
席
さ

れ
た
受
賞
者
の
方
々
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
中
か

ら
次
の
方
々
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
来
賓
者
祝
辞
】

•
宮
城
県
知
事 

村
井　

嘉
浩　

様

•
衆
議
院
議
員 

伊
藤
信
太
郎　

様

•
宮
城
県
議
会
議
長 

菊
地　

恵
一　

様

•
全
国
町
村
会
長 

荒
木　

泰
臣　

様

•
宮
城
県
市
長
会
長 

伊
藤　

康
志　

様

•
宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
長 

菊
池　

修
一　

様

　

続
い
て
、
本
日
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓
及

び
祝
電
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
感

謝
状
受
賞
者
を
代
表
し
て
鈴
木
勝
雄
元
利
府

町
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
厳
か
で
格
調
高
い

雰
囲
気
の
な
か
、
宮
城
県
町
村
会
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
を
閉
会
し
ま
し
た
。

宮
城
県
町
村
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

 
 

│ 

町
村
自
治
の
振
興
発
展
の
歩
み 

│

令
和
４
年
３
月
24
日
、
宮
城
県
町
村
会
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
、８
月
24
日
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
お
い
て
、

宮
城
県
町
村
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
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本
日
こ
こ
に
、宮
城
県
町
村
会
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
あ

た
り
、宮
城
県
内
の
町
村
長
を
代
表
し
て

式
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
、荒
木
泰
臣
全

国
町
村
会
長
を
は
じ
め
、ご
来
賓
の
皆
様

方
、市
町
村
長
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、公
務
ご
多
用
の
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
た
び
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ

ま
す
、歴
代
会
長
の
方
々
は
、本
会
の
発
展

と
町
村
自
治
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
を
賜

わ
り
、多
大
な
る
ご
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
地
方
自
治
の

振
興
と
発
展
に
向
け
た
ご
指
導
と
ご
助
言

を
賜
わ
り
、ご
健
勝
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
会
は
、大
正
11
年
３
月
24
日
、

宮
城
県
内
の
町
村
長
の
統
一
連
絡
を
図
り
、

町
村
事
務
並
び
に
行
政
に
関
す
る
、諸
般

の
事
項
を
研
究
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
宮
城
県
町
村
長
会
」と
し
て
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

　

以
来
、大
正
、昭
和
、平
成
、令
和
の
時

代
を
変
遷
し
、幾
多
の
災
害
や
困
難
に
直

秋葉賢也復興大臣
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面
い
た
し
ま
し
た
が
、町
村
長
が
一
致
団

結
し
て
着
実
な
歩
み
を
進
め
、本
年
３
月

24
日
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

戦
後
の
我
が
国
は
、敗
戦
に
よ
る
祖
国

の
荒
廃
か
ら
復
興
に
心
血
を
注
ぐ
と
と
も

に
、戦
後
の
新
憲
法
に
よ
る
新
た
な
地
方

制
度
と
市
町
村
の
形
が
構
築
さ
れ
、我
が

国
の
政
治
経
済
、文
化
等
す
べ
て
が
新
生
・

再
出
発
し
、奮
闘
努
力
を
重
ね
た
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

高
度
成
長
期
を
迎
え
、我
が
国
は
工
業

を
中
心
に
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た

が
、一
方
で
公
害
や
過
疎
・
過
密
問
題
な
ど

も
発
生
し
、地
方
で
は
人
口
減
少
期
を
迎

え
る
な
か
に
あ
っ
て
、町
村
が
直
面
す
る

課
題
は
複
雑
多
様
化
し
、医
療
や
社
会
福

祉
の
充
実
、道
路
整
備
等
社
会
資
本
の
整

備
、米
の
減
反
政
策
へ
の
転
換
な
ど
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
る
と
、市
町
村
合
併
の
協
議

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、本
県

に
お
い
て
は
61
町
村
か
ら
現
在
の
21
町
村

に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
こ
の
時
期
に
、地
方
分
権
の
観

点
か
ら
、国
庫
補
助
負
担
金
改
革
、税
源
移

譲
、地
方
交
付
税
改
革
を
内
容
と
す
る
三

位
一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
、町
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
、大
き
な
変
革
の
時
代
に
突

入
す
る
と
と
も
に
、人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
は
全
国
的
に
進
み
、地
方
創
生
は
今

日
に
至
る
ま
で
、町
村
の
行
政
運
営
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
県
町
村
会
長
　

 

　
櫻
井
　
公
一

や
す
お
み

式
　
　
辞

　

式
典
に
引
き
続
き
、
午
後
３
時
か
ら
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

状
況
を
勘
案
し
、
着
席
人
数
を
制
限
し
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
櫻
井
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
齋
副
会
長
の
開
宴
の
挨
拶

か
ら
始
ま
っ
た
祝
賀
会
は
、
終
始
な
ご
や

か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
な
が
ら
進
行
し
ま

し
た
。

　

歓
談
の
席
上
、
秋
葉
賢
也
復
興
大
臣
を

始
め
、
宮
城
県
選
出
の
国
会
議
員
の
方
々

か
ら
お
祝
い
や
は
げ
ま
し
の
言
葉
を
い
た

だ
く
な
ど
、
格
調
高
い
祝
賀
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
相
澤
副
会
長
の
閉
宴
の
言
葉
で

な
ご
や
か
な
中
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

宮
城
県
町
村
会
創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典
祝
賀
会

　

ま
た
、平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、多
く
の
尊
い
人
命
と
財
産
を

一
瞬
に
し
て
奪
い
去
り
、絶
望
の
極
み
に
陥

り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
11
年
が
経
過
し
、復

旧
復
興
の
完
遂
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
参
り
ま
し
た
が
、被
災
住
民
の
心

の
ケ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
興
、ま
ち
の

賑
わ
い
の
創
出
は
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、我
が
国
で
も
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
流
行
と
な
り
、い
ま
だ
収
ま
る
気
配

が
な
く
、国
・
県
・
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、感
染
症
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
と
共
に
、ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

本
会
は
、今
後
と
も
各
町
村
の
先
進
な
取

組
み
を
共
有
し
、国
や
県
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、喫
緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、町

村
行
政
の
発
展
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、本

会
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
先
輩
各
位
に
対
し
、深
甚
な
る
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、宮
城
県
及
び
県
内
市
町
村

の
益
々
の
ご
発
展
、地
域
住
民
の
幸
福
と
福

祉
の
向
上
、ご
臨
席
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

い
の
ち
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10
月
14
日
、
県
自
治
会
館
で
令
和
４
年

度
第
２
回
政
務
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
政
策
説
明
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
及
び
令
和

５
年
度
概
算
要
求
等
」
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務

局
の
白
水
参
事
官
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
８
月
31
日
に
政
務
委
員
会
幹

事
会
（
町
村
企
画
財
政
課
長
等
で
構
成
）

で
審
議
し
、
委
員
会
へ
提
案
さ
れ
た
「
令

和
５
年
度
県
予
算
編
成
並
び
に
施
策
に
関

す
る
要
望
事
項
」
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
務
建
設
部
会
　

　

東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
事
業
、
町
村

財
政
基
盤
の
強
化
、
地
方
創
生
の
推
進
、

デ
ジ
タ
ル
化
施
策
の
強
化
推
進
な
ど
。

●
産
業
経
済
部
会

　

令
和
４
年
７
月
豪
雨
の
被
害
に
対
す
る

復
旧
、
農
林
水
産
業
の
支
援
と
振
興
策
の

充
実
、
広
域
観
光
の
充
実
に
向
け
た
支
援
、

地
域
産
業
の
育
成
な
ど
。

●
厚
生
文
教
部
会

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
振

興
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
強
化
、
子
育
て
支
援
や
社
会
福
祉
対
策
、

学
校
教
育
環
境
等
の
充
実
な
ど
。

  

委
員
会
で
は
、
町
村
長
か

ら
要
望
の
修
正
案
や
提
案
な

ど
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
結
果
を
も
と
に

要
望
内
容
を
修
正
し
、
11
月

10
日
、
宮
城
県
知
事
・
宮
城

県
議
会
議
長
に
対
し
要
請
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

政
務
委
員
会
に
引
き
続
き
、

令
和
４
年
度
第
２
回
町
村
長

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
10
月
５
日
、

令
和
４
年
度
総
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
滝
口
茂
柴
田

町
長
に
対
し
、
本
会
か
ら
記

念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
４
年
７

月
豪
雨
の
被
害
の
大
き
か
っ

た
松
島
町
及
び
加
美
町
に
災

害
見
舞
金
を
送
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
宮
城
県
町
村
会
一

般
会
計
ほ
か
１
会
計
の
令
和

４
年
度
補
正
予
算
、
令
和
５
年
度
宮
城
県

町
村
会
の
会
費
賦
課
徴
収
方
法
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
後
、
松
島
町
・
加
美
町
に
対
し
、

本
会
か
ら
災
害
見
舞
金
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
全
国
町
村
長
大
会
、Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
仙
台
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費

負
担
金
、Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
に
と

も
な
う
風
評
被
害
の
賠
償
に
関
す
る
検

討
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

政
務
委
員
会
・
町
村
長
会
議

記念品を受け取る滝口茂町長

10
月
14
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て

 
 

政
務
委
員
会
・
町
村
長
会
議
を
開
催
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任
期
満
了
に
伴
う
七
ヶ
宿
町
長
選
が

９
月
13
日
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
小
関

幸
一
氏
が
無
投
票
に
よ
り
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

1952年　七ヶ宿町生まれ
2014年　七ヶ宿町長（１期）
2018年　七ヶ宿町長（２期）
2022年　七ヶ宿町長（３期）
  　　　　　＊９月24日就任

◉プロフィール

七
ヶ
宿
町
長

小
関
　
幸
一 

氏

 

こ 

せ
き　
　

こ
う
い
ち

柴
田
町
長

滝
口
　
茂 

氏

た
き
ぐ
ち 　

し
げ
る

　

人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
対
す
る
積
極
的

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

産
業
を
活
性
化
し
、雇

用
を
拡
大
し
、若
者
の

移
住
定
住
を
促
進
し
、

都
市
と
の
連
携
と
交
流

を
活
発
に
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
組
み
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
で
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
つ
く
り
、

持
続
可
能
な
町
を
実
現

し
て
参
り
ま
す
。

　

10
月
５
日
令
和
４
年
度
総
務
大
臣
表
彰

が
行
わ
れ
、
宮
城
県
か
ら
滝
口
茂
柴
田
町

長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
市
町
村
長
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
在
職
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
対
し
て
総
務
大

臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

  

滝
口
町
長
は
２
０
０
２
年
７
月
柴
田
町
長

に
就
任
さ
れ
、
現
在
６
期
目
。
仙
南
地
域
行

政
事
務
組
合
の
管
理
者
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
地
方
自
治
、
地
域
振
興
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
お
り
、
本
会
の
監
事
も
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
総
務
大
臣
表
彰

災
害
共
済
加
入
推
進
会
議

滝
口
茂
柴
田
町
長
が
受
賞

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈   

２
０
０
２
年　

柴
田
町
長（
１
期
）

２
０
０
６
年　

柴
田
町
長（
２
期
）

２
０
１
０
年　

柴
田
町
長（
３
期
）

２
０
１
４
年　

柴
田
町
長（
４
期
）

２
０
１
８
年　

柴
田
町
長（
５
期
）

２
０
２
２
年　

柴
田
町
長（
６
期
） 

　

10
月
３
日
と
５
日
の
両
日
、県
自
治
会

館
に
お
い
て
災
害
共
済
加
入
推
進
事
務
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
や
一
部
事
務
組
合
の
共
済
事

務
担
当
者
な
ど
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
会
議
で
は
、①
公
有
建
物
・
自
動
車
共
済

事
業 

②
災
害
対
策
費
用
保
険 

③
総
合
賠

償
補
償
保
険 

④
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補

償
保
険 

⑤
自
治
体
委
託
業
務
等
災
害
補
償

保
険 

⑥
職
員
任
意
共
済（
生
命
・
医
療
・
収

入
補
償
）保
険 

⑦
職
員
個
人
年
金
共
済 

⑧

「小さくとも基礎自治体として
持続可能な七ヶ宿町」の実現

全
国
町
村
職
員

生
活
協
同
組
合

の
各
共
済
事
業

（
火
災
共
済
・
自

動
車
共
済
・
特

定
疾
病
保
険
・

生
活
総
合
保

険
）の
制
度
の

概
要
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま

し
た
。

町
村
会
日
誌

９
月

▼
８
日　

全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、全
国

町
村
会
理
事
会
、都
道
府
県
町
村

会
長
会（
全
国
町
村
会
館
）櫻
井

会
長
出
席

▼
15
・
16
日　

災
害
共
済
事
業
加
入
推
進
打

合
会（
全
国
町
村
会
館
）

▼
18
日　

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験（
初

級
）

▼
27
日　

行
政
課
題
研
修
Ⅱ（
県
自
治
会

館
）

10
月

▼
３
・
５
日　

災
害
共
済
事
業
加
入
推
進
会

議（
県
自
治
会
館
）

▼
６
・
７
日　

副
町
村
長
研
修（
山
形
県
舟

形
町
ほ
か
）

▼
11
日　

各
種
団
体
の
法
令
外
負
担
金
適

正
化
会
議（
県
自
治
会
館
）

▼
13
日　

移
動
研
修（
亘
理
町
）櫻
井
会
長

出
席

▼
14
日　

正
副
会
長
会
議
・
政
務
委
員
会
・

町
村
長
会
議（
県
自
治
会
館
）

▼
18
・
19
日　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
会

長
会
議（
山
形
県
上
山
市
）櫻
井

会
長
出
席

▼
20
日　

全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、全
国

町
村
会
理
事
会
、都
道
府
県
町
村

会
長
会（
全
国
町
村
会
館
）櫻
井

会
長
出
席

▼
25
・
26
日　

町
村
長
視
察
研
修（
神
奈
川

県
松
田
町
・
大
井
町
）
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56
団
体
か
ら
の
要
請
を
協
議

令
和
４
年
度
各
種
団
体
の

法
令
外
負
担
金
適
正
化
会
議

　

10
月
11
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
令

和
４
年
度
各
種
団
体
の
法
令
外
負
担
金
適

正
化
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

  

こ
の
会
議
は
、
市
町
村
が
経
費
を
拠
出

し
て
い
る
各
種
団
体
の
法
令
に
基
づ
か
な

い
負
担
金
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
化
を
図

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験

　

令
和
４
年
９
月
18
日
、
県
自
治
会
館
と

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
な
ど
を
会

場
と
し
、
市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
会
対
応
分
は
、
21
町
村
２
組
合
に
つ

い
て
募
集
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
３
３
９
名

が
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。

　

試
験
は
各
募
集
団
体
、
職
種
試
験
ご
と

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
課
題
研
修
Ⅱ

  

令
和
４
年
９
月
27
日
、
県
自
治
会
館
に

お
い
て
、
行
政
課
題
研
修
Ⅱ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

町
村
が
抱
え
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
の
知
識
の
習
得
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
職
員
の
分

限
・
懲
戒
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
（
一
財
）
公
務
人
材
開
発
協
会

業
務
執
行
理
事　

鵜
養　

幸
雄 

氏

研
修
内
容 

「
分
限
・
懲
戒
に
つ
い
て
」

第
１
部
：
分
限
・
懲
戒
の
基
本
的
な
法
令
等

の
確
認

第
２
部
：
分
限
・
懲
戒
に
関
す
る
各
町
村
の

個
別
事
例
に
つ
い
て
、講
師
や

他
の
町
村
担
当
者
と
意
見
交
換

　

第
１
部
で
は
、
分
限
・
懲
戒
に
つ
い
て
、

法
令
の
解
説
、
分
限
処
分
・
懲
戒
処
分
の

比
較
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
制
度
上
の
留

意
点
な
ど
に
つ
い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
、
分
限
・
懲
戒
の
各
処
分

の
個
別
事
例
に
つ
い
て
講
義
い
た
だ
き
、

そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
は
、
各
町
村
や
一
部
事

鵜養幸雄先生

務
組
合
の
人
事
担
当
職
員
や
研
修
希
望
者

な
ど
32
名
が
出
席
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

●
分
限
・
懲
戒
を
判
断
す
る
際
に
基
本
に
返
っ
て

考
え
、
ど
の
理
由
に
当
て
は
ま
る
事
案
な
の
か
、

手
続
き
が
適
正
で
あ
っ
た
か
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
個
々
の
質
問
に
具
体
的
に
教
示
し
て
い
た
だ

い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

●
分
限
・
懲
戒
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
人
事
・
給

与
必
携
で
見
る
こ
と
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
改

め
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
県
市

長
会
と
本
会
が
共
同
で
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
各
市
町
村
の
財
政
担
当
課
長
及
び
地

方
町
村
会
事
務
局
長
が
出
席
し
、
関
係
56

団
体
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
令
和
５
年
度

負
担
金
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
２
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ

た
当
会
議
で
す
が
、
協
議
の
結
果
、
減
額

要
請
２
団
体
、
付
帯
意
見
付
き
承
認
10
団

体
を
含
む
54
団
体
の
要
請
に
つ
い
て
承
認

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
反
応

法令外負担金適正化会議
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移動研修

地域おこし協力隊 松本啓祐氏 カフェ・横丁エリア

先進的な地域振興策を実践している
地方公共団体を視察

　令和４年10月13日、亘理町において移動研修を実施し、
13町村から20名が参加しました。
　亘理町では、観光拠点である荒浜地区をこれまでと違っ
た観光エリアとして、なにが魅力的で効果的なのかを調査
し、同地区一帯の構想 「WATARI TOWN BAY AREA 
CONCEPT」を策定しました。
　また、構想に基づく事業を具現化し進めていくため「亘理
町民間提案制度」により株式会社ワンテーブルが提案した
「WATARI TRIPLE C PROJECT」を採用し、令和３年度
から10年間の計画期間で、同地区のプロジェクトをスタート
させました。
　今回の研修は、「WATARI TOWN BAY AREA CONCEPT」
及び「WATARI TRIPLE C PROJECT」の概要解説と、現
場で活動している地域おこし協力隊員の体験談や亘理町と
の関わりについて説明を受け、現地視察を実施しました。

●研修１
　「WATARI TOWN BAY AREA CONCEPT」
　及び「WATARI TRIPLE C PROJECT」について
  　　亘理町企画課　　猪股裕二朗　氏
●研修２
　「物」から「事」へ。人から創造する商品開発」について
 亘理町地域おこし協力隊員　　 松本　啓祐　氏
●研修３
　鳥の海パークサイドエリア等視察

　研修１では、「WATARI TOWN BAY AREA COCEPT」
の意味と、「亘理町民間提案制度」による株式会社ワンテー
ブルが提案した「WATARI TRIPLE C PROJECT」におい
て、 亘理町がどのように支援しているのか、 亘理町企画課 
猪股裕二朗氏が解説しました。 「WATARI TOWN BAY 
AREA CONCEPT」とは亘理でしかできないコトを磨き上
げる「鳥の海エリアの観光構想」のことで、同コンセプトを
具現化するべく、ワンテーブルと業務委託契約を行いまし
た。ワンテーブルが町に代わって地域おこし協力隊員の募
集・選考を行い、町は協力隊員を委嘱する
仕組みになっています。協力隊員に就任し
たプロスケーターやアーティストなどは各
自の得意分野で、地域を巻き込みながら人
を呼び込む活動を行っており、令和12年
度までに、年間20万人の集客や50人以上
の雇用創出、定住促進、亘理ブランドの認
知度向上などの目標を掲げています。
　続いて研修２では、「「物」から「事」へ。
人から創造する商品開発」と題して、亘理
町地域おこし協力隊として活動している、

松本啓祐氏が講演しました。松本氏は現在、前職などの経
験を生かし、亘理町産のリンゴを用いたアップルパイの製造
を行っており、「KIBOU」と名付けたその商品は、亘理町リ
ンゴ農家の希望・後継者不足の解消となる希望・規格外品の
価値向上に対する希望・協力隊事業への希望などたくさんの
思いが込められているということです。ECサイト等の販売
を通じて認知度向上を図っており、販売実績を積み上げてお
ります。また、菓子製造のほかにも将来は、亘理町に来た協
力隊員の任期満了後の居場所を作りたいとおっしゃっておら
れました。
　続いて研修３では、鳥の海パークサイドエリアを視察しま
した。
　スポーツパークとして整備している野球場・サッカー場を
視察し、その後、スケボーエリアに移動、地域おこし協力隊
員のプロスケーター石塚佑太さんと西村詞音さんの実演と、
現在建設中のスケボーパークを見学しました。スケボーパー
クはプロスケーターの意見を元に建設されており、将来はス
ケーターやファンなど多くの集客を見込んでいます。
　続いて、「SEASIDEBASE」に移動し、地域おこし協力隊
員であるシンガーソングライター畠山有紀さんと、ソーシャ
ルアーティスト、キム・テボンさんの活動が紹介されました。
畠山さんは仙台で情報番組のリポーターなどを努めながら
シンガーソングライターとして精力的に活動しておられ、こ
の日は亘理町をテーマにした楽曲を披露していただきまし
た。キムさんは幼少期の経験から、触れたり遊ぶことができ
る作品を主に製作しており、創作活動の工房を見学させてい
ただき、製作途中の作品にも触らせていただきました。
　次に、整備中（当時。その後10月22日オープン）のコン
テナでできた、カフェ・横町エリアを見学しました。協力隊の
松本さんからの説明によれば、自分たちの手で内装を行い、
亘理町の食材を活用したメニュー開発や、畑やガーデニング
作りの講師として地元住民を招くなど、町民を巻き込んだエ
リアづくりを構想しているとのことです。
　こうして様々な新しい取組を実践している亘理町での移
動研修は、充実した中で終了しました。
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共 済 事 業 ア レ コ レ

　

松
島
町
は
古
来
よ
り
風
光
明
媚
な
地

と
し
て
日
本
三
景
の一つ
に
数
え
ら
れ
、
雄

大
な
自
然
が
生
み
出
す
美
し
い
景
観
を

有
し
て
お
り
、
多
く
の
魅
力
に
溢
れ
た
観

光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、
町
内
に

Ｊ
Ｒ
駅
が
７
駅
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ

は
、
近
隣
の
も
の
も
含
め
る
と
３
箇
所
あ

る
な
ど
交
通
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
た
町
で

も
あ
り
ま
す
。
松
島
町
で
は
こ
れ
ら
の
地

域
特
性
を
活
か
し
た
工
業
用
地
『
松
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ヒ
ル
ズ
』の
整
備
に
関
す

る
計
画
を
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
現
地
に
お

け
る
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
で
の

松
島
町

 

県
内
21
の
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

『
松
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ヒ
ル
ズ
』始
動

 
松
島
町
に
新
た
な
工
業
用
地
が
誕
生
し
ま
す
！！

　個人年金共済は、公的年金だけでは老後が不安だと思
われている方、近い将来のための蓄えとしたいと考えて
いるための保険で、２種類のコースが設定されています。

1. 税制適格コース
　加入資格は、掛金払込予定期間が10年以上ある方です。

2. 一般コース
　加入資格は、掛金払込予定期間が１年以上ある方です。

※「税制適格コース」は老後の生活資金確保のため、「一般コー
ス」は近い将来のための蓄えとして､ご活用いただくことをお
勧めします。

※掛金は、月払1口2,000円以上、ボーナス払1口10,000円
以上で、それぞれ自由に設定することができます。（ボーナス
払のみでの加入はできません）

　11月中旬から～１月４日まで新規加入者の募集を行っ
ております。
　詳しいお問い合わせは、団体担当者または下記までご
連絡ください。

個人年金共済について

町村通信

町村会の予定

11 月

12 月

＊新型コロナウイルス感染予防のため、日程が変更に
なることがあります。

　本会主催の行事等はありません。

10日 県知事、県議会議長に対する県予算等
の要請活動

 県要望に関する要望事項説明会、意見
交換会

14日 東部地区（北海道東北関東）町村会会長
会議

16日 全国町村会正副会長会議、理事会
17日 全国町村長大会
 宮城県関係国会議員要望実行運動
 国会議員・知事・県議会議長と町村長意

見交換会
24日 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償

組合議会
30日 全国町村会正副会長・監事合同会議
 全国町村会正副会長会

工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
共
用
面

積
は
約
27
ha
と
な
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

方
式
に
よ
り
企
業
の
皆
様
に
提
供
し
ま
す
。

　

整
備
地
区
は
自
然
災
害
に
強
い
地
盤
を

有
し
て
お
り
、
併
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
直
結
し
、
地
区
内
外
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
道
路
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
業
用
地
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

立
地
企
業
に
と
っ
て
も
こ
れ
か
ら
の
時
代
で

重
要
と
な
る
脱
炭
素
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
取

り
組
み
に
お
い
て
も
有
利
と
な
る
、
新
た
な

価
値
の
創
造
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
）に
繋
が
る

工
業
用
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

標高約40ｍの地山により、市街地付近で
ありながら自然災害に強い場所を提供

県内沿岸部の中央に位置し、多方面への
ルート選択が可能

インターチェンジ直結により地区へのアク
セス機能が向上

宮城県町村会事業推進課 TEL 022-221-9203

ゆとりある老後生活のために、
 「年金共済」をぜひご活用下さい。




